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国
民

の
芦
問
か
ず

２７
日
「
目
葬
」
実
施

安
倍
元
首
相

の

「
国
葬
」

に

反
対
し
中
止
を
求
め
る
岡
山
県

民
集
会
が

９
月
７

日
、

岡
山
市

内

で
開
催
、

１
７
団
体
３
５
０

名
以
上
が
思

い
を
込
め
た
手
作

リ
プ

ラ
ス
タ
ー

を
掲
げ

て
参
加
。

「
安
倍
長
期
政
権
が
何
を
や

っ
て
き
た
か
。

憲
法
蹂
り
ん
を

繰
り
返
し
た
政
権
に
同
調
圧
カ

に
よ
る
国
民

の
弔
意
を
求
め

て

い
る
。

全
国
か
ら

の
反
対

の
声

で

「
国
葬
」

を
中
止
さ
せ
よ
う
」

と
開
会
あ

い
さ

つ
。

続

い
て
呼

び
掛
け
団
体

の
代
表
１
７
名
が

登
壇

し
、

　
〓
百
ス
ピ
ー

チ
。

「
民
主
主
義
を

こ
れ
以
上
、

壊

す
な
」

「
閣
議
決
定

で
何
で
も

で
き
る
の
か
。

国
会
無
視
だ
」

「
生
活
保
護
費

・
年
金
は
引
き

下
げ
、

社
会
保
障
負
担
は
増
、

生
活
破
壊

の
安
倍
政
治
が
、

さ

ら
に
憲
法
破
壊
す
る
の
か
」

な

ど
、

「
国
葬
」

反
対

の

一
言
が

秋

の
入
り

□
の
青
空
に
響

い
た
。

集
会
は
最
後
に

「
国
葬
」

に

強
く
反
対
し
中
止
を
求
め
る
集

会

ア
ピ
ー

ル
を
、

緊
急

の
集
会

に
も
関
わ
ら
す
、

予
想
を
超
え

る
参
加
者

の
拍
手
で
採
択
、

岸

日
首
相
に
送
っ
た
。

続
い
て
、

岡
山
駅
ま

で
デ

モ
行
進

し
た
。

弟
県
連
合
も
街
重

２
７
日

「
国
葬
」

実
施
当
日
、

集
会
実
行
委
員
会
は
岡
山
駅
前

で
緊
急

の
抗
議
集
会
を
行
っ
た
。

党
県
連
合
も
独
自
に
宣
伝
カ
ー

の
運
行
、

１
５
日
、

駅
頭
街
宣

な
ど

「
国
葬
」

反
対
を
訴
え
た
。

党

の
街
宣
中
、

「
反
対

の
根
拠

な
に
か
」

と
声
を
上
げ

て
と
お

り
す
ぎ

る
若

い
人

の

一
方

で
、

「
新
報
」

暑
外
を
配
布

し
た
党

員
か
ら
は
、

「
１
枚
く
だ
さ

い
」

と
受
け
取
り
に
寄
っ
た
り
、

女

性
が
よ
く
受
け
取
っ
て
く
れ
た
」

と

の
話
が
あ
っ
た
。

※
１
日
付
発
行
の
た
め
ニ
ュ
ー
ス

性
の
遅
れ
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

あ
ネ
毎
▼

義
”

咋
お
丁

中
殴

弱
的

バ
ス
に
園
児
取
り
残
し
事
件
だ
。

炎

天
下
の
車
内
は
す
ぐ
に
も

４
０

度
を
超
え
る

の
は
想
像
に
難
く
な

い
。

　
一
人
残
さ
れ
た
園
児

の
不
安

は
想
像
す
る
に
握

え
な

い
▼

一
件

の
重
大
事
故

の
嚢

に
は
２
９
件

の

軽
微
な
事
故
と

３
０
０
件

の
小
事

に
も
な
ら
な

い
出
来
事

（
ヒ
ヤ
リ

ハ
ツ
ト
）

が
あ
る
と
い
う

（
ハ
イ

ン
リ
ツ
ヒ
の
法
則
）

▼
教
訓
と
し

て
活
か
せ
て
な

い
の
は
、

大
事
に

至
る
前
に
気
づ

い
た
同
様

の
事
を

「
運
が

よ
か
つ
た
」

と
か
、

事

の

重
大
さ

の
背
景
に
思
い
至
ら
な

い

の
が
常
だ
。

そ
れ

で
も

こ
だ
わ
る

人
に
は
、

同
調
圧
力
と

い
う

「
世

間
」

が
立
ち
塞
が

り
、

個
と
し
て

の
人
権
が
抜
け
落
ち
る
。

そ
れ
は

時
と
し
て
社
会
を
さ
え
形
づ
く
る

▼

「
日
本
に
お
け
る
正
し
さ

の
基

準
は
、

神

で
も
科
学

で
も
法

で
も

な
く
、

世
間

の
風
向
き
な

の
か
も

（
神
里
達
弘
）

▼
安
倍
元
首
相

の

「
国
葬
」

に

「
弔
意

の
強
制
は
求

め
な

い
」

と
い
う
が

果
た
し
て
ど

う
か
。

改
ざ
ん

。
隠

ぺ
い

。
ウ
ソ

か
ら
肘
度

の
中
で
さ
え
、

民
主
主

義
を
確
信

で
き
る

の
も
ま
た
人
間

で
あ
り
科
学
的
態
度
だ
。

　

（
の

年
金
が
減
額

の

一
カ
、

介
護

保
険
負
担
は
増
え
、

電
気

・
ガ

ス

・
ガ

ソ
リ
ン
や
食
料
品
な
ど

生
活
必
需
品

の
値
上
げ
が
続
く

‐０
月
１
日
か
ら
は
７５

才
以
上
の

医
療
費
窓

□
負
担
も
、

　
一
定
所

得
以
上

の
人
が

２
割
負
担
に
倍

化
す
る

（
２
割

の
人
が
該
当
）

負
担
増

の
理
由
を
、

現
役
世
代

の
負
担
抑
制

の
た
め
と
説
明
し

全
世
代
型

の
社
会
保
障
」

を
う

た
う
が
、

現
役
負
担
減
少
額
は

月
３
０
円
程
度
に
過
ぎ
な

い
。

一
カ
２
割
負
担

で
公
費
９
８
０

億
円
減
少
。

本
当

の
狙
い
が

公

費

・
事
業
主

の
負
担
軽
減
が

明

ら
か
。

年
金
は
減
る
が
生
活
費

は
値
上
げ
。

医
療
費
負
担

２
倍

に
な
れ
ば
、

病
院
に
行
く

の
も

控
え
た
り
、

遅
れ
る
心
配
に
。

重
症
化
が
危
惧
さ
れ
、

い
の
ち

が
脅
か
さ
れ
か
ね
な
い
。

社
民
党
は
、

い
の
ち
、

健
康

を
守
る
立
場
か
ら
法
律

の
見
直

し
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

（
レ
ポ
ー

ト

・
Ｙ
さ
ん
）

党県連含活動 日誌
9/11 「 国葬」に反対する県民集会 ・デモ

9/12 市 民と野党の打台せ (武本)
9/13 「 国葬」反対宣伝カー (倉敷)
9/15 「 国葬」反対 ・党街宣 マ ツキヨ

9/16・ 22 党 宣伝カー (岡山)
9/18 党 全国幹事長会議 (耐本)オ ンライン

9/24市 民と立憲野党台同宣伝 マ ツキヨ前
9/27 「 国葬」実施を受けて (談話)抗 議行動

9/28 党 定例街宣
′サ  解 放共闘会議 (武本)

医療費窓日負担が2割となる場合

①該当者:75才以上、単身者年収200万

円以上、2人世帯で320万円以上の人

②住民税非課税世帯は1割負担
③2割負担になる人は負担軽減の配慮

措置(負担増の上限3000円に抑制)払

い戻し制度有(要手続き)

※ 該当者(被保険者の約2割)・370万

人・720億円負担増
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写真下 :9/15党 街宣行動
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10/22(土 )16:00マ ツキヨ

市民と立憲野党台同宣伝

10/26(水 )18:00マ ツキヨ

社民党定例街宣

11/8(火 )18:30関 演

金岡」山歌濠」団2022公 演

倉敷市民会館 無 料


